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図 6  双子葉類の茎と葉の断面図 
 
          左；輪状に配置した維管束をもつ双子葉類の典型的な横断面 
          右；葉の組織の概観 










































































































































































図 7  アフリカに自生する多肉植物・リトープス属 
 
 リトープス属はツルナ科のメセンブリアンテマ類(略称メセン)に属し、原産地は南アフリカ共和国とナミ 
ビアで、自生地のほとんどは年間雨量 250mm 以下の乾燥地帯である。長い換気を耐えぬくために、1 対の  
葉が肥厚して基部で合着し、頂部に割れ目を残した倒円錐型の体となるが、次の 3 型に大別される。 
  Ⅰ型…やや丈の高い倒円錐型で、割れ目がやや深くやや幅広い型。 
  Ⅱ型…低い倒円錐型で割れ目が狭く浅い型。 



































































































図 8  自作における集中分布の様相―円筒状の造形 
          上；《hacoⅠ》、2011、H71×W106×D106、個人蔵 





図 9  自作における集中分布の様相―凹みのある球状の造形 
           上；《昇華（部分）》、2013、H2080×Φ310、作家蔵 






























図 10  自作における一様分布の様相 
          上；《幼い抜け殻》、2013、H410×W380×D365、作家蔵 





図 11  自作における一様分布の様相―網状の造形 
          上；《うつせみ》、2012、H330×W120×D90、個人蔵 








































図 12  自作におけるランダム分布の様相 
     上・左下；《ひとといっしょにいきるものたち。(一部）》、2009、サイズ可変、作家蔵 





















熟に欠かせない生殖について『岩波 生物学辞典 第 2 版』(1960)を元に説明
する。生殖は生物の特性の一つであり、種の存続には欠かせない生命の仕組み
















































図 13  有性生殖の生物の「いきもの」らしさを意識した要素を持つ作品 
          左；《close to you – case.1》、2011、H70×φ250、個人蔵 




図 14  無性生殖の生物の「いきもの」らしさを意識した要素を持つ作品 
          上；《slip vol.1》、2010、H146×W172×D103、個人蔵 





















































(出典：田辺直樹『食虫植物の世界 420種 魅力との全てと栽培完全ガイド』、エムピー・ジェー、2010、p.12) 
 
図 16  かたち(外形)が最初と最後で、または途中段階で大きく異なる変化をする 
               上；ヘッケルが描いた動物胚のスケッチ 













































































図 18  成長・成熟の造形が反映された作品 
        左上；《Beginning no.1》、2014、H180×W132×D130、金沢美術工芸大 
        左下；《進触》、2010、H400×W105×D125、国際交流基金蔵 





































図 19  リュウキュウシラトリ(ニッコウガイ科)でつくる造形(赤丸の部分) 
   左上；《Decoration Fetishism-go back to the basics-(部分)》、2009、H2100×φ165、作家蔵 
   右上；《習作・haco（部分）》、2011、H56×W102×D103、作家蔵 















































































図 20  葉の配列様式(山田・前川・江川・八杉・小関・古谷・日高、1960) 
(出典：鷲谷いづみ・埴沙萠『Nature Discovery Books 葉っぱの不思議な力』、山と渓谷社、2005、p.14) 
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［つる部分］ 





葉長 41mm/葉幅 54mm、葉長 38mm/葉幅 41mm、葉長 30mm/葉幅 37mmとなっている。 
・ 葉柄は緑色、葉身は大中の葉は中央脈の根元あたりと縁は黄緑色でその他は緑色、小の葉は緑色にな
っている。残りの一方は先端が細くなるつる状にうねっており(茎頂)、途中にある 4 枚の小さい葉は
それぞれ大きさが異なっている。大きい方から葉長 20mm/葉幅 21mm、葉長 18mm/葉幅 19mm、葉長 17mm/
葉幅 15mm、葉長 16mm/葉幅 14mmとなっている。 




    
［つる部分］ 
・ つる全体に 2種類の突起がついている。一つは 15mmの突起が約 100mm間隔で、つるに対して垂直につ
いている（以後、突起①）。 
・ 突起①のあるラインに対して 90度のラインに、つるから先端に向かって約 45度の角度で二股（85mm、
15mm）に分かれる突起がついている（以後、突起②）。 
・ 突起②は根元から先端にかけて、285mm、215mm、285mm、235mm、250mm、15mm の間隔であるが、先端







・ 突起①には 2種類の葉パーツが任意についている。一つは三又で、それぞれ葉長 108mm/葉幅 75mm、葉
長 94mm/葉幅 65mm、葉長 93mm/葉幅 64mmの葉がついている。もう一つは二又で、いずれも葉長 107mm/
葉幅 75mmの葉がついている。つるに対しては根元から、三又、二又、三又、二又、三又、三又、二又、
三又、二又、三又、二又、二又、三又、二又の順である。 
・ 突起②85mmは二又で、いずれも葉長 68mm/葉幅 53mmの葉がついている。突起②15mmには、全長 130mm






C—1,980円、ゴールデン・クイーン Golden Queen( 
    
［つる部分］(※計測時の値) 
・ 最も長いつるは約 1660mm。 
・ 栽培されていたため、つるが途中で折れて再生され、さらに伸びているものが多い。 
・ 最も長いつるも同様で、根元から再生箇所まで 9 枚の葉がついており、各葉の間隔がおおよ
そ徐々に狭くなっている（100mm、70mm、60mm、80mm、75mm、55mm、55mm、60mm、60mm）。 









・ 若い新しい葉(つる先端から 2〜3 枚ほど)は心臓型で表面にツヤがある。最も大きい葉は葉


























































































図 22  自作における「ゆらぎ」の作品例 
            左；《twins(ヒダ)》、2015、H55×W98×D179、個人蔵 






































































      工房平面図             根幹投影図 
 
    
      マダケの分散図            樹冠投影図 
 








図 24  成長・成熟の様相が表現されている造花 
                左：デルフィニウムと思われる造花 






























図 25  TYNANTウォーターボトル 























《Beginning – no.24》(2015)(図 27) 














































































































     
    2次元媒体   →    トレース    →  抽出したかたち 
 
     
      2次元媒体    →   トレース      →  抽出されたかたち 
 
図 28  生を捉えるドローイング 
本やそれらをプリントアウトしたものにトレーシングペーパーを重ねてトレースする。 
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3層目〜 
   
 








































   
 
   
 









    
    Ⅰ         Ⅱ        Ⅲ                Ⅳ 
 
   
    Ⅴ        Ⅵ                Ⅶ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 
Ⅱ   片栗粉をまぶした貝にのせる。 
Ⅲ   指の腹で押し付け広げる。 
Ⅳ   殻頂側から剥がす。 
Ⅴ〜Ⅵ おおよそ中心にヘラを当て、裏側の指で支えつつ、つまむ。 







    
    Ⅰ             Ⅱ          Ⅲ         Ⅳ 
 
    
    Ⅴ        Ⅵ        Ⅶ        Ⅷ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 
Ⅱ   片栗粉をまぶした貝にのせる。 
Ⅲ   指の腹で押し付け広げる。 
Ⅳ〜Ⅴ 殻の端の土を指の腹でこすり取る。 
Ⅵ   殻頂側から剥がす。 
Ⅶ   殻頂側にヒダができるように縮める。 
Ⅷ   完成。 
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    Ⅰ           Ⅱ            Ⅲ         Ⅳ 
 
    
    Ⅴ        Ⅵ        Ⅶ        Ⅷ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 
Ⅱ   片栗粉をまぶした貝にのせる。 
Ⅲ   指の腹で押し付け広げる。 
Ⅳ   殻頂側から剥がす。 
Ⅴ〜Ⅶ おおよそ中心にヘラを当て、裏側の指で支えつつ、つまむ。 







    
    Ⅰ           Ⅱ           Ⅲ         Ⅳ 
 
   
    Ⅴ        Ⅵ        Ⅶ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 
Ⅱ   片栗粉をまぶした貝にのせる。 
Ⅲ   指の腹で押し付け広げる。 
Ⅳ〜Ⅴ 成長肋に沿って剥がす。 
Ⅵ   凹凸面に触らないように、ふんわりと巻くようにまとめる。 







    
    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
Ⅰ 任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 











    




















    
    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
   
    Ⅴ        Ⅵ        Ⅶ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 
Ⅱ   片栗粉をまぶし、のせる。 
Ⅲ   指の腹で押し付ける。 
Ⅳ〜Ⅴ できるだけ凹凸面に触らないよう剥がす。 
Ⅵ   端にヒダを寄せるように縮めていく。 
Ⅶ   完成。 
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    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
   
    Ⅴ         Ⅵ        Ⅶ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平なかたちにする。 
Ⅱ   片栗粉をまぶし、のせる。 
Ⅲ   指の腹で押し広げる。凹凸が深い場合は突き破らないよう注意する。 
Ⅳ   凹凸面を潰さないように剥がす。 
Ⅴ〜Ⅵ 端にヒダを寄せるように縮めていく。 






    
    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
  
    Ⅴ        Ⅵ 
 
Ⅰ   任意の量の土を扁平に、クサビライシの大きさまで広げる。 
Ⅱ   土をのせ、指の腹で押し付ける。 
Ⅲ   はみ出た土をこそげ取る。 
Ⅳ〜Ⅴ 縁から、かたちが歪まないように剥がす。 
Ⅵ   完成。 
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    Ⅰ        Ⅱ           Ⅲ        Ⅳ 
 
  














    


















    
    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
   
    Ⅴ        Ⅵ         Ⅶ 
 
Ⅰ   任意の量の土をやや扁平にする。 
Ⅱ   茶漉しの内側(凹面)の裏に土をあてる。 
Ⅲ〜Ⅴ 2〜4回に分けて押し付ける。 
Ⅵ   先の尖った竹串などで掬うようにとる。 







    
    Ⅰ        Ⅱ            Ⅲ        Ⅳ 
 
  
    Ⅴ        Ⅵ 
 
Ⅰ   任意の量の土を扁平なかたちにする。 
Ⅱ〜Ⅲ 鉛筆の削った部分に巻きつける。 
Ⅳ   手のひらを転がして表面をなめらかに、厚みをおおよそ均等にする。 
Ⅴ   3〜4本の指で、やや指の跡がつくよう強めにつまみ、鉛筆から外す。 
Ⅵ   完成。 
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    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
   
    Ⅴ        Ⅵ        Ⅶ 
 
Ⅰ   任意の量の土を細長いかたちにする。 
Ⅱ〜Ⅲ 丸紐の束の中心に置き、全面が丸紐にあたるようにくるむ。 
Ⅳ   しっかりと握る。 
Ⅴ〜Ⅵ 土が折れないように丸紐をそっと外す。 
Ⅶ   完成。 
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    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
  
    Ⅴ        Ⅵ 
 
Ⅰ   任意の量の土を細くする。 
Ⅱ   タオルにのせる。 
Ⅲ   タオルをかぶせる。 
Ⅳ〜Ⅴ タオルの上から、指で強めに押す。 






    
    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
  











     








    










    
    Ⅰ        Ⅱ             Ⅲ         Ⅳ 
 
  
    Ⅴ        Ⅵ 
 
Ⅰ   任意の量の土を丸める。 
Ⅱ   指の腹でスポンジに押し付ける。 
Ⅲ   スポンジから剥がす。 
Ⅳ〜Ⅴ 端にひだを寄せるように縮める。 












     
      Ⅰ             Ⅱ                  Ⅲ     
 
   





Ⅳ コーティング完成。  
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② 垂らす 
     
     Ⅰ               Ⅱ               Ⅲ 
 
Ⅰ〜Ⅱ 任意のベースに対し、スプーンなどで泥漿を掛ける。 


























a. 透明釉(ツヤ)     ヤマカ陶料 SAG-8(透明ツヤあり) 
b. 透明釉(マット)    日本陶料 マット釉(透明ツヤなし) 
c. 白マット       日本陶料 白マット釉(不透明・白乳濁ツヤなし) 
d. アルミナ       相和 A-2アルミナ(酸化アルミニウム) 
e. 土          ヤマカ陶料 特白 
 
使用状態； 
a〜c      一般的な釉掛けに使用するときの約 2倍の濃度で使用する。 
d       アルミナの半量の水で解いたものを使用する。 





透明度    透明、やや透明、半透明、やや不透明、不透明の 5 段階を基準に表す。 
白さ     無釉が基準。アルミナが最も白く、次に白マット釉となる。 
      明度や色味も含めて表す。 
 107 
<混合>(図 31) ※基準として、無釉サンプルも示す。 
   締め焼き(無釉)         ① a            ② b   
     ③ c           ④ a＋b           ⑤a＋c 
     ⑥ a＋d          ⑦ a＋e           ⑧ b＋c 














































































































































図 31  釉薬混合サンプル 
 111 
<重ね塗り>(図 32) 
   締め焼き(無釉)        ⑫ a＋d           ⑬ c＋a         
       ⑭ c＋b             ⑮ a＋c＋a          ⑯ a＋e＋a 
















































































































図 33  第 1期作品 
《Decoration fetishism –go back to the basics-》、2009、H2100×φ165、作家蔵 
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そこで、ここからは 2 つの試みが同時進行する。1 つ目は《Deco-Fetish》の
制作により感じた、ベースと細かな造形の乖離をかたちの上で繋げるようにす
るため、ベースに穴を開け内側のかたちも造形の一部として取り入れようとす

























図 34  第 2期作品 
           上；《進触》、2010、H400×W105×D125、国際交流基金蔵 
           左下；《haco Ⅰ》、2011、H71×W106×D106、個人蔵 
           右下；《slip vol.1》、2010、H146×W172×D103、個人蔵 
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図 35  第 3期作品 
          上；《Harmony》、2012、H1130×φ1500〜可変、作家蔵 
          左下；《瑞祥》、2012、H750×W255×D221、茨城県陶芸美術館蔵 
          右下；《幼い抜け殻》、2013、H410×W380×D365、作家蔵 
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図 36 第 4期作品 
      左上；《Beginning no.1》、2014、H180×W132×D130、金沢美術工芸大学蔵 
      右上；《Beginning no.10『漣』》、2014、H623×W363×D293、茨城県陶芸美術館蔵 
      左下；《Beginning no.24》、2015、H180×W210×D180、作家蔵 

























































図 37  第 5期作品 
           左上；《彩》、2017、H90×φ64、個人蔵 
           右上；《麗》、2017、H102×φ98、個人蔵 
           左下；《玉花蓋付飾壷》、2017、H370×φ350、作家蔵 
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物学辞典 第 2版』、岩波書店、1960) 
30 ある生物系がそのものに典型的な作用を遂行し得るような状態に達すること。例
えば、個体の性的成熟、生殖細胞の成熟、種子の成熟など。(山田・前川・江上・
八杉・小関・古谷・日高『岩波 生物学辞典 第 2版』、岩波書店、1960) 

























































とを指摘しており、これを 2.5次元(あるいは 2と 1/2次元)スケッチとよんでい
る。本研究(制作)のドローイングも、2次元で表現されているドローイングの中で、
概念的には 3次元表現の理解を行っていることから、2.5次元の把握を表現する。 








練土が水分含有量 30％前後に対し、ケーキは水分含有量 20％以下である。 























































図 1  《Decoration fetishism –go back to the basics-》 
      ………写真提供 国立近代美術館工芸館 
図 2  《Beginning – no.27》 
      ………写真提供 ギャラリーO2 
図 4  fossilシリーズの作品 《ひとといっしょにいきるものたち。(一部）》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図 6  双子葉類の茎と葉の断面図 
      ………池内昌彦・伊藤元己・箸本春樹『キャンベル生物学 原書 9版』、
丸善出版、2013、pp.884-885 
図 7  アフリカに自生する多肉植物・リトープス属 
      ………木原浩『世界植物紀行 アフリカ・南アメリカ編』、平凡社、2015、
121ページ 
図 8  自作における集中分布の様相―円筒状の造形 《hacoⅠ》 
      ………写真提供 ギャラリーO2 
自作における集中分布の様相―円筒状の造形 《瑞祥》 
      ………写真提供 茨城県陶芸美術館 
図 9  自作における集中分布の様相―凹みのある球状の造形 《昇華(部分）》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図 11  自作における一様分布の様相―網状の造形 《うつせみ》、《原生の発露（1/7）》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図12  自作におけるランダム分布の様相 《ひとといっしょにいきるものたち。(一部）》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図 13  有性生殖の生物の「いきもの」らしさを意識した要素を持つ作品 《瑞祥》 
      ………写真提供 茨城県陶芸美術館 
図 15  基本的なかたち（外形）がそのままに、小から大と大きさが変化する 
      ………田中隆莊・田村道夫・田中昭男(監修)『総合図説生物』、第一学習
社、1994、p.77 





図 16  かたち(外形)が最初と最後で、または途中段階で大きく異なる変化をする 




図 18  成長・成熟の造形が反映された作品 《Beginning no.1》、《連》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図 19  リュウキュウシラトリ (ニッコウガイ科 )で作る造形(赤丸の部分 ) 
《Decoration Fetishism-go back to the basics-(部分)》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図 20  葉の配列様式(山田・前川・江川・八杉・小関・古谷・日高、1960) 
      ………鷲谷いづみ・埴沙萠『Nature Discovery Books 葉っぱの不思議な
力』、山と渓谷社、2005、p.14 
図 23  KAIT工房は森林や植生など綿密な調査を経て建設された 
      ………石上純也『建築のあたらしい大きさ』、青幻舎、2010、49-87ページ 
図 25  TYNANTウォーターボトル 
      ………Ross Lovegrove、‘Supernatural : The Wok of Ross Lovegrove’、
London : Phaidon incLtd、2004、p.23 
図 26  《Harmony》 
      ………写真提供 池田ひらく 
図 27  《Beginning – no.24》 
      ………写真提供 ギャラリーO2 
図 28  生を捉えるドローイング 
      ………松本淳（解説）『粘菌 〜驚くべき生命力の謎〜』、誠文堂、2007、
p.25,p.36 
図 33  第 1期作品 《Decoration fetishism –go back to the basics-》 
      ………写真提供 国立近代美術館工芸館 
図 34  第 2期作品 《haco Ⅰ》 
      ………写真提供 ギャラリー０２ 
図 35  第 3期作品 《Harmony》 
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      ………写真提供 池田ひらく 
第 3期作品 《瑞祥》 
      ………写真提供 茨城県陶芸美術館 
図 36  第 4期作品 《Beginning no.1》 
      ………写真提供 池田ひらく 
第 4期作品 《Beginning no.10『漣』》 
      ………写真提供 茨城県陶芸美術館 
第 4期作品 《Beginning no.24》 




























・ 本文中に掲載していない作品を含む、全 70点 
・ 目録の表記は以下のとおり 
《タイトル》、制作年、サイズ、所蔵 
・ サイズの単位は mm、H＝高さ、W＝幅、D＝奥行き、φ＝直径 
・ 作品には通し番号を付け、制作年順に記載 
 
１ 《Decoration fetishism –go back to the basics-》 
２ 《ひとといっしょにいきるものたち。》 
３ 《進触》 
４ 《slip vol.1》 
５ 《slip vol.2》 
６ 《slip vol.3》 
７ 《slip vol.4》 
８ 《gaze》 
９ 《plantlets》 
１０ 《fossil》  
１１ 《原生の発露》 
１２ 《haco Ⅰ》 
１３ 《haco Ⅱ》 
１４ 《haco Ⅲ》 
１５ 《haco Ⅳ》 
１６ 《haco Ⅴ》 
１７ 《close to you case.1》 














３１ 《Beginning no-1》 
３２ 《Beginning no-2》 
３３ 《Beginning no-3》 
３４ 《Beginning no-4》 
３５ 《Beginning no-5》 
３６ 《Beginning no-6》 
３７ 《Beginning no-7》 
３８ 《Beginning no-8》 
３９ 《Beginning no-9》 
４０ 《Beginning no-10》 
４１ 《Beginning no-11》 
４２ 《Beginning no-12》 
４３ 《Beginning no-13》 
４４ 《Beginning no-14》 
４５ 《Beginning no-15》 
４６ 《Beginning no-16》 
４７ 《Beginning no-17》 
４８ 《Beginning no-18》 
４９ 《Beginning no-19》 
５０ 《Beginning no-20》 
５１ 《Beginning no-21》 
５２ 《Beginning no-22》 
５３ 《Beginning no-23》 
５４ 《Beginning no-24》 
５５ 《Beginning no-25》 
５６ 《Beginning no-26》 
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５７ 《Beginning no-27》 




































２  《ひとといっしょにいきるものたち。》、2009、サイズ可変、個人蔵 
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１０  《fossil》、2010、H247×W143×D68、金沢美術工芸大学蔵 
 
 158 
１１  《原生の発露》、2011、作家蔵、 
             H180×W430×D330、H180×W520×D390 
             H180×W450×D330、H180×W350×D330 
             H180×W380×D300、H180×W460×D380 





























































































１９  《fossil》、2011、H43×W103×D72、作家蔵 
 
 
２０  《fossil(mukade)》、2011、H38×W108×D202、個人蔵 
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２１  《Harmony》、2012、H1130×φ1500〜可変、作家蔵 
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２３  《連》、2012、H3300×φ280、作家蔵 
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２５  《花祥》、2012、H575×W115×D120、作家蔵（左） 



























３１  《Beginning no.1》、2014、H180×W132×D130、金沢美術工芸大学蔵 
 
 
３２  《Beginning no.2》、2014、H103×W115×D105、個人蔵 
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３３  《Beginning no.3》、2014、H163×W185×D120、個人蔵 
 
 
３４  《Beginning no.4》、2014、H82×W130×D108、個人蔵（左） 
 177 
 
３５  《Beginning no.5》、2014、H95×W105×D155、作家蔵（右） 
 
 
３６  《Beginning no.6》、2014、H110×W135×D125、個人蔵 
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３７  《Beginning no.7》、2014、H77×W140×D115、作家蔵 
 
 





















４１  《Beginning no.11》、2015、H108×W135×D106、作家蔵(上) 
 
  
４２  《Beginning no.12》、2015、H70×W70×D82、個人蔵（左） 










４５  《Beginning no.15》、2015、H48×W93×D73、個人蔵（右） 




４７  《Beginning no.17》、2015、H77×W110×D60、作家蔵（右） 
 
  
４８  《Beginning no.18》、2015、H90×W100×D96、作家蔵 
４９  《Beginning no.19》、2015、H78×W34×W199、作家蔵 
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５０  《Beginning no.20》、2015、H63×W66×D179、作家蔵 
 
 
５１  《Beginning no.21》、2015、H115×W73×80、作家蔵 




























































６１  《華めく》、2017、H43×W66×D68、個人蔵 
 
 
６２  《うたかた》、2017、H63×φ77、個人蔵 
 194 
 
６３  《麗》、2017、H98×φ102、個人蔵 
 
 
６４  《園》、2017、H138×W63×D68、作家蔵 
 195 
 
６５  《boom》、2017、H100×W88×D95、個人蔵 
 
 
６６  《彩》、2017、H90×φ64、個人蔵 
 196 
 
６７  《絡》、2017、H94×φ62、個人蔵 
 
 
６８  《襞》、2017、H90×φ75、個人蔵 
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７０  《華型蓋付透彫飾壷》、2018、H235×φ220、個人蔵 
 
